
 

 

新たな指標生物を探せ！ 
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１ 課題設定の理由 

身近な河川の水質について、小学生以下

の子供たちが容易に確認できる“環境省で

定めていない”新たな指標生物を見つけ出

したい。見つけることができれば、近所の

川で衛生的に安心して遊ぶことができるの

ではないかと考える。 

 

２ 仮説 

(1) 水生昆虫ではなく、カワムツを指標生物として用いて

も河川の水質の推測は可能である(図１)。 

(2) 図２(R3 参照)に示したカワムツと水質との関係性につ

いて他の河川でも、同様の結果を得ることができる。 

(3) COD 以外の物質（BOD)もカワムツの生息に影響する。 

(4) 他にも指標生物として活用できる生物種がある。 

(5) 前日の天候や当日の天候、季節によって流量が変わる

ため、水質も変化する。 

図３  調査地点(辰野川河口) 

図１  調査地点(辰野川河口) 
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カワムツの環境省への登録認定を目指
す。水がきれいなところを好む。
捕まえたカワムツは約３㎝。
R2:上流､下流で,R3・４:全流域で捕獲。
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図２  COD 値とカワムツとの関係 

 



 

 

３ 実験・研究の方法 

(1) 生物学的検証 

神田川を、上流・中流・下流に分け、それぞれの場所で生息する生物から河川の水質を推測 

する（図３）。 

(2) 化学的検証（パックテスト） 

  1 年目(R2)･･･COD（化学的酸素要求量）。 

2 年目(R3)･･･COD、NO2
-、NO3

-、PO4
3-、NH4

+  

  3 年目(R4)･･･2 年目＋BOD（生物化学的酸素要求量） 

※ COD値は、水の汚れの指標となるもので、飲み水では 1～3ppm程度の低い値を示す。硝酸態 

窒素、亜硝酸態窒素他にも指標生物として活用できる生物種がある。絶滅危惧種は、環境へ

の順応性が高くないと考えられ、絶滅危惧種と水質との関連性は高い。 

 

４ 結果１ 

(1) 生物学的検証 

令和4年度に捕獲した生物

を図４に赤丸で示す。 

神田川の水質は、水質階

級Ⅰ（きれいな水）～水質

階級Ⅱ（ややきれいな水）

の範囲にある。 

(2) カワムツについて(環境省

指標生物外) 

捕獲したカワムツは約 3.0 

cm であった。群れで泳いで

いることが多く、比較的捕

獲が容易であるといわれて

いるが、今年度は群れで行

動するカワムツを見ることは少なかった。去年に引き続き、このカワムツをメインターゲットと

して神田川の水質調査に取り組んだ。令和 2 年度は上流､下流で捕獲できたが、中流では捕獲で

きなった。しかし、令和 3 年度は、上流・中流・下流の全ての流域で捕獲によってその生息が確

認できた。令和4年度も、上流・中流・下流の全ての流域で捕獲することができ、生息を確認で

きた。 

(3) その他の生物 

ア サワガニ（環境省指標生物） 

  甲幅は 20～30mm で、脚を含めた幅は

50～70mm。食性は雑食性で、藻類や水

生昆虫、陸生昆虫類、カタツムリ、ミ

ミズ等何でも食べる。きれいな水に生

息する。（図５） 

イ スジエビ（環境省指標生物外）  

    淡水性のエビであり、広い範囲に生息する。上流で捕獲。肉食性 

 である。（図６） 

ウ ヨシノボリ(環境省指標生物外) （指標生物外）             

山地から都市部まで広く生息している。また、流れが緩やかなと 

ころに生息している。上流で捕獲。肉食性である。（図７） 

図４ 神田川の水生生物 

きれいな水(Ⅰ)の指標生物 ややきれいな水(Ⅱ)の指標生物

ナミウズムシ　サワガニ カワニナ類  コオニヤンマ

ヒラタカゲロウ類　カワゲラ類 コガタシマトビケラ類  オオシマトビケラ

ヘビトンボ  ナガレトビケラ類 ヒラタドロムシ類  ゲンジボタル

ヤマトビケラ類  ブユ類 ○ ヤマトシジミ ○ イシマキガイ

アミカ類 ヨコエビ類

きたない水(Ⅲ)の指標生物 とてもきたない水(Ⅳ)の指標生物

タニシ類 シマイシビル サカマキガイ エラミミズ

ミズムシ ミズカマキリ アメリカザリガニ ユスリカ類

○ ニホンドロソコエビ ○ イソコツブムシ類 チョウバエ類

その他 〇は海水の少し混ざっている汽水域の生物

ヒゲナガカワトビケラ類 ニンギョウトビケラ類

タニガワカゲロウ類 チラカゲロウ

 

図５ サワガニ 

(上流～中流) 

 

図７ ヨシノボリ(上流) 

 
図６ スジエビ 

(上流～中流) 



 

 

エ クロベンケイガニ(環境省指標生物外) 

下流で発見。河口域に生息する。植食性である。あまり多くは生

息していない（図８）。 

環境省の資料（図４）と照らし合わせると、神田川は、上流～下

流にかけてほぼ全流域で、水質階級Ⅰ～Ⅱの比較的きれいな水質であ

ることから、神田川はカワムツの生息については適した環境であると

考えられる。このことについてさらに細かい分析を試みるために、パ

ックテストによる調査結果を積み上げることを継続して行った。 

 

５ 結果その２ 

パックテスト（COD 及び、NO２
－、NO３

－、PO４
３

－、NH４
＋、BOD）を使って、水質を調べる。より細か

いデータ収集を目的として、今年度は調査項目に BOD

を増やして実施した。 

(1) COD値について 

令和 2 年度は神田川の水質と水生生物との関連性

を調査するため、COD の値について調査した。その

比較のため本年度も COD については引き続き調査

を行った。令和 3 年度は、COD 値が上流・中流で低

く、下流では令和 2 年度よりよりやや高い 8ppm で

あった（図９）。 (R3 参照) 

(2) COD値以外の物質について 

令和 2 年度に新しく追加した NO２
－、NO３

－、PO４
３－-、NH４

＋は、どの流域でも大きな違いは

なかった（図９）。注視すべきはカワムツ生息域と COD 値との関係であると言える。 

 

６ 考察とまとめ  

(1) 令和 2 年度の本校の牧野らによる調査結果では、中流の流れが遅く汚れていた。この中流の

COD 値平均は 20ppm、最も低い日でも 15ppm を越えており、カワムツ(図 10)の存在は確認で

きなかった。一方、上流と下流の平均値はいずれも 5ppm 以下で、両流域では捕獲によってカ

ワムツの生息が確認できた。令和 3 年度は、全流域でカワムツの生息が確認できたことから、

前の年より河川がきれいになり、生息域が広がった可能性が考えられる。令和 3 年度の調査で

は、COD値が、上流で平均 2ppm、中流で平均 4ppmと前年より低く、特に中流における水質改

善がみられた。一方、下流での平均値は 8ppm とやや高くなっていたものの、この年、全流域

でカワムツの生息が確認できた。令和 2 年度に COD 値平均 20ppm の中流では確認できなかっ

たカワムツが、令和 3 年度は 8ppm の下流で生息していた。この研究結果より、年間を通して

の平均値に着目した場合、その生息域の境界値は 8～20ppm の間にある可能性が示された。 

この 2 年間の調査により、カワムツの生息域と COD 値との関連性が強く示されているという

結果を見い出すことができた（図４）。また、令和 2 年度の最低値に着目した場合、カワムツ

は 15ppm の中流では生息していなかったカワムツが、令和 3 年度には、COD 値が 8ppm の下流

で生息していた。このことから、カワムツの生息域に影響を与える境界値が、COD 値が 8ppm

～15ppmの間である可能性が考えられる。さらにこの値を絞っていき、カワムツとCOD値の関

係性について、より詳細な値を特定が可能であると考える。 

(2) 令和 3 年度、COD 値以外に調査した物質については、その増減や変化のパターンに一貫性が

なかった。原因として、生活域での水質変化は、そこに住む人の日々の生活の影響を受けてい

るといった側面があり、これら様々な物質とカワムツとの関連性は見いだせなかった。また、

図９ 各地点のCOD値 

 

図８ クロベンケイガ

ニ、神田川(下流) 



 

 

別の水生生物や指標生物等との関連性についてのデータ収集も不十分であり、満足な検証結果

を得ることはできなかったが、神田川は、上流～下流にかけて水質階級Ⅰ～Ⅱの比較的きれい

な水質であることは、水生昆虫やパックテストの調査より検証できた。中流で水質が改善した

理由や、COD 以外の物質と水生生物との関係については特定できなかった。 

本村川の調査からも、COD 値の低い所（8～10ppm 程度の値以下）には、カワムツが生息し

ていることが確認されており、このような他の河川との比較も有効である。 

 (3) 令和 4 年度では、現実的に最も近い指標とい 

われている BOD 値を天候との関係に着目して

調べた。双方の関係性を見い出すことはでき

なかった。図10のように、COD値と同様の傾

向で変化することは分かったが、BOD 値は 0

の日が多かったことから、調査場所としてい

る神田川には微生物が分解できる有機物が少

ないといえる。カワムツの生存が確認できた

ことや BOD 値が低く、この面からも神田川は

比較的きれいな川であると言える。 

 

７ 今後の課題 

(1) カワムツが生息する場所に関し 

て、より詳細な COD 値の特定を

目指し、調査数・調査地点 を

増やす必要がある。市内のカワ

ムツマップを作成する。 

(2) 生物の生息域と水質との観点か

ら、生物種保全に向けた可能性

を探るため、調査する生物対象

を拡げる。また、より正確な市

内のカワムツマップ及びクロベ

ンケイガニ(準絶滅危惧種(NT))

マップを作製する。 

(3) 神田川に流れ込む排水口付近の

水質をピンポイントで調べる。

季節や天候、気温等と BOD との

関連性について詳細に調査する。 

(4) 田植えや稲刈りシーズンなどと COD が高くなる傾向がある。気温が BOD 値との関係を明確にす

るために調査を継続する。 
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図 11 カワムツマップ 

図 10 中流におけるBOD値と COD値比較 


